
　理学療法士の臨床能力には，専門職としての誓い（profess）に基づく真摯な態度に加え
て，臨床推論（clinical reasoning）力とともに確かな技術が不可欠です．
　
　冒頭の文章は，2010 年 8 月号で徒手理学療法（manipulative physical therapy）を特集し
た際の編集後記の一文です．技術的な色彩が強いと考えられる特集と，生涯学習と教育を
取り上げた本号とでは一見すると大きな違いがあるように思われます．しかし，両者はぶ
れることのない理学療法の目的と方法を共通言語として表現できます．
　東日本大震災から 1 年が経ち，先月号の特集はまさにそれをテーマにしたものでした．
わが国の現状に即して，ここのところ古典が見直され，尽きぬ井戸のような魅力が再認識
されています．毎日新聞の余録では，鴨長明の方丈記の書き出しである「ゆく河の流れは
絶えずして，しかも，もとの水にあらず」の一文が紹介されていました．脈々と受け継が
れてきた思いは何事にも代えがたい貴重なもので，それを言語化・視覚化することで後世
に伝えることができます．わが国の 45 年の理学療法は，絶えず何を追い求め，何を変え
ようとしてきたのかを考える必要があります．
　新しい論点やモデルが示されると，それをいち早く取り入れようとする人，かたくなに
拒否する人，以前から自分もそれをやってきたという人，など様々です．教育は個々およ
び組織のかかわりであり，事実や技術とともに，そのタイミングや熱意が本質的な原動力
となり得ます．客観性や論理性が重要であることに論を俟ちませんが，今回の座談会で多
くの客観的テストを作り続けた専門家から，「数量化できるものを掬い取ろうと思うと，
そこからサラサラと落ちるようなものがあって，落ちるものをもっていることが重要なん
です．また，テストで測れるものはそう多くはなくて（笑），経験のある立場の方の印象が
大切なんです」と言われたことが頭から離れません．1 つのことを究めた穏やかな語り口調
は，すっと心の中に沁みこんでいきました．教育の目標は，信頼できる経験者を育てて認
知し，その人達が後輩を育てる環境と循環を支援していく枠組みであるのかも知れません．
　最近，高校生と話をする機会があり，理学療法の課題について尋ねたところ，「急激に
学校が増えていることで，何よりも教員と教育の質を確保するのが難しいのではないかと
感じています」と言われました．これまで，児童生徒として多くの学校や教育にかかわっ
た educational guess は，また，学ぶ側の熟練者からみた本質的な思いであろうと感じました．
　4 月は出会いの季節です．
　新鮮な出会いや思いは人を謙虚にすることにもつながります．日々の目標に精進してい
くことが継続的な働きかけとなって，国民の健康寿命の延伸に寄与するとともに日本の復
興にもつながることと信じています． （内山　靖）
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